
評価 委員 藤原 水野 前川 林 渥美 廣瀬 太田 岡田 岡野 田中 小林 小野 事務局

（基本目標１）地域の福祉課題に対するアプローチ、多様な情報の発信 3 3.3 4 3 4 3 4 3 3 3 3 3 3 3 3

計画１－１ 福祉課題の早期発見、早期支援

①  福祉課題の早期発見のため、アウトリーチによる訪問支援等の実施 4 3.7 4 3 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 4

②　地域の福祉課題を住民と支援機関が共有する仕組みづくり 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

計画１－２　地域資源と情報の見える化

①　地域資源が必要な時に必要な人へ確実に情報がいきわたる仕組みづくり 3 3.2 4 2 3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3

（基本目標２）地域福祉活動参加機会の創出 4 3.8 4 3 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 4

計画２－１　地域福祉活動参加へのきっかけづくり

①　住民の地域福祉活動参加を推進する担い手、リーダーの養成 3 3.1 4 2 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3

②　多様なライフスタイルにあわせた誰もが参加できる機会の創出 3 3.2 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3 3

③　福祉活動の参加につながる情報発信 4 3.8 4 3 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 4

④　地域福祉活動推進のための活動拠点の整備 4 3.7 4 2 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 4

（基本目標３）地域と住民のつながりの維持と新しいつながりの創出 4 3.8 4 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

計画３－１　地域課題を住民主体で解決できる地域力の向上

①  住民同士の支えあい活動の推進とネットワークづくり 4 3.7 4 2 4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 4

計画３－２　地域の支えあい・見守りの仕組みづくり 4

①　地域における行方不明者への対応・マニュアル化 4 3.8 4 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

②　生活のしづらさを感じる方を地域で支える仕組みづくり 4 3.9 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

③　災害時における住民同士の支えあいの仕組みづくり 4 3.8 4 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

④　子どもや若者が地域とつながる仕組みづくり 4 3.5 4 1 4 4 4 4 4 3 4 4 3 3 4

⑤　障がいのある方や判断能力が低下された方が地域で安心して生活するための
　　 権利擁護の仕組みづくり 4 3.6 4 1 4 4 4 4 4 4 4 3 3 4 4

（基本目標４）地域の支えあい機関のネットワークづくり 4 3.7 4 2 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 4

計画４－１　多様な主体による重層的な支援体制づくり

①　福祉の総合相談に対応できる体制整備 4 3.8 4 3 4 4 4 4 4 5 4 4 3 3 4

②　再犯防止に向けた取り組みの推進 3 2.9 3 2 3 3 4 3 3 3 3 2 3 3 3
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